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研究成果の概要（和文）：本研究では、不安定プラークのイメージングを目指し、FDG, FMISO, NaF, PK11195, Cholin
eを用い同一個体（WHHLウサギ）にて経時的にPETイメージングを行った。FDGはプラークを不安定化させるマクロファ
ージに多く取り込まれ、不安定化へ向かう病変を捉える可能性が示された。NaFは正常細胞への取り込みが限られてい
るため、最も大きなSN比を得ることができた。また、CTでみられる石灰化とは異なる分布を示した。Cholineは超早期
病変を捉える可能性が示されたが、PK11195とともに集積量が十分ではない個体が多く認められた。FMISOはほとんどの
個体に集積が見られなかった。

研究成果の概要（英文）：Disruption of atherosclerotic plaques and the following thrombus formation is 
currently recognized as the primary mechanism of myocardial and cerebral infarctions. In this study, we 
compared PET imaging agents, [18F]FDG, [18F]FMISO, [18F]NaF, [11C]Choline, [11C]PK11195, using WHHL 
rabbit in same animals.
[18F]FDG accumulated into atherogenic M1 macrophges, but SN ratio was not very high. [18F]NaF showed the 
highest SN ratio, and small region was clearly visualized. Macrophage accumulation was seen with 
[11C]Choline, however, the signal from the heart and liver disturbed the detection with PET. [11C]PK11195 
distribution was different from [18F]FDG, and in some animals, the plaque was not detected due to the 
high heart uptake. [18F]FMISO did not show significant signal around the atherosclerotic regions.

研究分野： 分子イメージング
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１．研究開始当初の背景 

動脈硬化病変に生じるプラークは、破綻し
にくい安定なものと、破綻しやすい不安定な
ものに分類される。不安定プラークは、破綻、
血栓形成、血管内腔の狭窄・閉塞という一連
の病態を引き起こし、脳梗塞や心筋梗塞とい
った動脈硬化性疾患発症の原因となる。した
がって、動脈硬化性疾患の予防のためには、
不安定プラークを早期に検出し治療を行う
ことが重要である。 

不安定プラークの特徴として、①脂質に富
む粥腫②繊維性被膜の脆弱化③マクロファ
ージなどの炎症性細胞の浸潤が挙げられる。
安定プラークでは、繊維組織による内膜の肥
厚は認められるものの、マクロファージの浸
潤はほとんど無い。また、血管内腔体積はプ
ラークの安定性に関与しないため、血管造影
などの狭窄度を測定する手法ではプラーク
の安定性を判断できない。 

国内外で超音波, CT, MRI などの形態学的
診断法による不安定プラークの検出が試み
られている。これらは病変の石灰化や蓄積し
た脂質を画像化しようとするものであるが、
不安定プラークの破綻にはこれらの形態的
な特徴よりもむしろ、マクロファージによる
炎症反応など形態的には現れない形質的変
化が直接的な原因となると報告されている。 

近年、MRI, PET, SPECT, 蛍光イメージン
グなどにより、生体内分子の動きをインビボ
で非侵襲的に画像化する分子イメージング
技術が大きな発展を遂げている。分子イメー
ジングによれば、プラークの不安定性に関与
する生体内分子を直接画像化することがで
きるため、その安定度を指標とした画像化が
可能である。申請者らはこれまでに、
[18F]FDG-PET により不安定プラークが描出
できることを明らかにしてきた。また近年、
様々な分子標的を対象とした不安定プラー
ク分子イメージング剤が発表され、一部は既
に臨床検討がなされている。しかし、これら
の検討では、不安定プラークを検出すること
に重点が置かれており、プラークの早期特異
的検出・治療効果評価に着目した、それぞれ
のイメージング剤の特性に関する比較検討
はなされていない。そのため、それぞれの薬
剤の不安定プラークイメージング剤として
の特性を明らかにすることが求められてい
る。 

 

 

２．研究の目的 

動脈硬化病変に生じる不安定プラークは
脳・心筋梗塞の原因となるため、早期に検出
し治療を行うことが重要である。これまでに、
様々な生体分子をターゲットとした不安定
プラーク分子イメージング剤が開発されて
いるが、プラークの早期特異的検出・治療効
果評価に着目した比較検討はなされていな
い。 

そこで本研究では、①不安定プラーク進展

過程、②マクロファージの極性（善玉・悪玉）、
③血糖・コレステロール、④動脈硬化治療薬
が、不安定プラークへの各イメージング剤の
集積に及ぼす影響を明らかにし、不安定プラ
ークの臨床診断・薬物治療効果評価を合目的
的に施行するためのシステムの構築を目指
した。 

 

 

３．研究の方法 

（１）M1, M2 マクロファージへの取り込みに
ついて 
近年、マクロファージにはいくつかの分極

タイプが存在することが報告され、その中で
も M1および M2マクロファージと動脈硬化の
関連性が注目されている。M1 マクロファージ
は炎症性サイトカインや窒素酸化物産生を
介し動脈硬化促進的に働き、M2マクロファー
ジは抗炎症性サイトカイン産生などを介し
て抗動脈効果的に働く。現在、このマクロフ
ァージの分極に着目した薬剤開発も行われ
ている。そこで、マクロファージの分極とイ
メージング剤の集積との関係について検討
を行った。 
既に動脈硬化イメージングの臨床検討に

用いられている PET 用イメージング剤
[18F]FDG と MRI 用イメージング剤 USPIO につ
いて、まず、細胞レベルでの in vitro 検討
を行った。マウス腹腔マクロファージを採取、
あるいは株化ヒト白血病細胞をマクロファ
ージに分化させ、これに各イメージング剤を
添加して細胞内への取り込み量を測定した。
また、acLDL を添加することでマクロファー
ジを泡沫化させ、泡沫化の程度と各イメージ
ング剤の取り込みとの関係についても検討
をおこなった。また、代謝性イメージング剤
である[18F]FDG と[11C]Choline の比較検討に
ついてもマウス腹腔マクロファージを用い
同様に行った。 
 
（２）動脈硬化モデル動物 apoE ノックアウ
トマウスでの基礎的検討 
 本研究では同一個体（ウサギ）での各種イ
メージング剤を用いた PETイメージングを行
うが、この際、動物への負担を考えると絶食
の回数・条件を最適化する必要がある。そこ
で、食事が影響を与える可能性がある代謝性
イ メ ー ジ ン グ 剤 で あ る [18F]FDG と
[11C]Choline について、apoE ノックアウトマ
ウスを用いて検討を行い、絶食条件・非絶食
条件にて比較した 
 
（３）動脈硬化モデル動物 WHHL ウサギでの
PET, CT, MR イメージング 
 
[18F]FDG, [18F]FMISO, [18F]NaF, 

[11C]PK11195, [11C]Cholineについて PETイメ
ージングを行った。 
WHHL ウサギは月齢によって不安定プラー

クの成熟度が異なることが知られている。そ



こで、14 か月齢および 24 か月齢にて時間を
追って検討した。なお、14か月齢での病理検
討を行うため、一部の個体においては 14 か
月にて屠殺し標本を作製、PET 画像と比較し
た。[18F]FDG, [18F]FMISO, [18F]NaFについて
は、74MBq を耳静脈から投与し 2 時間後から
30 分間の PET 撮像を行った。[11C]PK11195, 
[11C]Choline については、147Mq を耳静脈か
ら投与し、30 分後から 30 分間 PET 撮像を行
った。 
なお、PET 撮像時には大動脈の位置同定の

ため造影 CT 撮像も併せて行い、石灰化の評
価を同時に行うこととした。MRI での T1, T2
強調画像を撮像も合わせて行い、PET の検出
能に関する比較を行った。 
また、PET 画像撮像後、大動脈を摘出し切

片を作成し、各種染色（マクロファージ・マ
ッソントリクローム染色、Oil-redO 染色、
Azan 染色、HE 染色）を行って病理像と比較
し検討した。 
 
 
４．研究成果 
（１）M1, M2 マクロファージへの取り込みに
ついて 
まず、 
マクロファージが泡沫化することで FDGの

取り込み量が上昇することがわかった。さら
に、マクロファージの M1/M2 分極誘導を、M1
分極刺激として LPSおよび IFNγ、M2分極刺
激として IL-4 および IL-13 を培地加えるこ
とで行い、M1, M2へそれぞれ分極されている
ことを確認した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この M1, M2 マクロファージに FDG あるい

は USPIO を加え取り込みを検討したところ、
FDG は動脈硬化病変をより不安定化させると
言われている M1 マクロファージによくとり
こまれ、USPIO は動脈硬化病変を終息させる
と言われている M2 マクロファージによくと
りこまれることがわかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、[18F]FDG と[11C]Choline の動脈硬化
病変への集積について検討を行ったところ、
両薬剤ともマクロファージへのへの取り込
みは認めたが、[18F]FDG においては培地中の
グルコース濃度に大きく影響を受け、高グル
コース条件（4000 mg/L（40 mg/dL））では、
その取り込み量は[11C]Choline よりも低いの
となった。また、M1, M2 への取り込みは 
[11C]Choline では差が認められなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（２）動脈硬化モデル動物 apoE ノックアウ
トマウスでの基礎的検討 
さらに、apoE ノックアウトマウスを用い、

インビボでの検討を行った結果、絶食条件下
では[18F]FDG の病変への高い取り込みが認
められたが、正常血管への取り込みもやや高
く、病変／正常部位の比は非絶食条件のほう
が 却 っ て 高 く な り 、 絶 食 条 件 下 で は
[11C]Choline のほうが[18F]FDG より病変／正
常部位比は高いものとなった。このことから、
糖尿病患者など、血糖コントロールの難しい
対象においては、[11C]Choline のほうが適し
ている可能性が示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



（３）動脈硬化モデル動物 WHHL ウサギでの
PET, CT, MR イメージング 

 
[18F]FDG, [18F]NaF, [11C]PK11195 において

は、動脈硬化病変が画像化される個体が認め
られた。また、14 か月齢と 24 か月齢におい
て集積が変化しており、それぞれの薬剤の分
布も一致する場所と一致しない場所が認め
られた。また、特に 14 か月齢においては必
ずしも[18F]NaF と CT で観察された石灰化は
一致していなかった。[11C]Choline では肝
臓・心臓への高集積を認めており、また、取
り込みの絶対量がやや少なく、半減期も短い
ことから、PET にて微小病変を検出するのは
困難である可能性が示された。 
画像撮像後、大動脈を摘出し切片を作成し、

各種染色（マクロファージ・マッソントリク
ローム染色、Oil-redO 染色、Azan 染色、HE
染色）を行って病理像と比較し検討したとこ
ろ、MRI で認められる脂質の蓄積だけでは評
価を行うことが難しく、PET の情報を加味し
た総合的な評価が必要であることが判った。 
さらに、胸椎の番号を基準とし[18F]FDG, 

[18F]FMISO, [18F]NaF, [11C]PK11195, 
[11C]Choline の PET 画像について個体内での
分布の違いを詳細に検討した。また、ウサギ
の体による放射線の吸収・散乱補正を行い、
定 量 的 な 評 価 を 試 み た 。 こ の 結 果 、
[11C]PK11195、[18F]NaF、[11C]Choline では集
積量の変化がほぼ一致しており、No.2-4 にか
けての集積が多いことが判った。[18F]FDG で
は No.5 以降についても集積があり、胸部大
動脈全体に分布していることが判った。
[18F]FMISO ではほとんど集積が認められなか
った。 
また、病理組織とも比較したところ、マク

ロファージの集簇がやや少ない部位であり
[18F]FDG の 集 積 が 少 な い 部 位 へ の
[11C]Choline の集積が認められた。 
なお、[18F]NaFに関しては spotty な集積が

多くみとめられ、さらに CT での石灰化画像
とは一致しない部位への集積も見られた。ま
た、Ca 染色の結果とも必ずしも一致するもの
ではなかった。 
 
PET/CT画像(16 か月齢) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
PET/CT画像（24か月齢）上と同一個体 
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